
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

●“女性の力を活かす？”は「あざれあ的女性の活躍推進」を考えるキーワード あざれあ図書室は関連する資料を収集しています●  

貧困女子の理想は「普通の生活をする」こと バリキャリでさえ退職するのは、なぜ？ 

25 年後に考える「アグネス論争」 

『「育休世代」のジレンマ 

：女性活用はなぜ失敗するのか？』 

 

366.38/ﾅｶ 

中野円佳  

光文社 2014年 

  

高学歴で大企業の総合職、出産から復帰した 15人の女性

の育休後を分析した本。いわゆる“バリキャリ”として恵まれ

た環境にいると思われていた「育休世代」の彼女たちでさ

え、出産後に働き続けるのは難しいと退職を選択せざるを

えなかったのはなぜなのでしょう。それぞれの環境と社会の

構造を読み解きます。 

 

 
「ふつうの」女性が抱える問題 

 
『女性にやさしい日本に 

なれたのか 

：終わらない 

「アグネス子育て論争」』 

 

367.21/ﾁｬ 

アグネス・チャン  

潮出版社 2014 年 

子連れ出勤が社会を巻き込む大論争となった「アグネス論

争」から 25年あまり、ずっと沈黙を守ってきた著者が初めて

語ります。日本社会の女性たちをめぐる環境は当時と比べ

てどう変わったのでしょうか。“働く女性に優しい社会”、“女

性が輝く日本”について、アグネス流に考えた 1冊です。 

 

『女性白書 2014 

 

：アベノミクスで 

女性は活躍できるのか』 

 

H/ｼﾞｮ/14 

日本婦人団体連合会/編  

ほるぷ出版 2014年 

 

        
「エリート以外」のその他大勢の女性は、女性の活用を謳う

アベノミクスから置き去りになっているのではないでしょう

か。「普通の」働く女性、貧困・高齢女性、性産業で働かざ

るをえない女性など、大多数を占める女性の現状と抱える

問題から「女性の活躍」施策を分析します。   ※館内のみ 

 

『女性たちの貧困 

：“新たな連鎖”の衝撃』 

 

367.21/ｴﾇ 

NHK「女性の貧困」取材班  

幻冬舎 2014年 

働くシングル女性の 3人に 1人が年収 114万円未満といわ

れる日本。非正規雇用の現実、奨学金 600 万の返済を抱

える大卒、シングルマザーの困難、セーフティネットとなっ

た風俗業界、ネカフェで暮らす母娘･･･、わずかなきっかけ

で「普通の暮らし」ができなくなってしまった若年女性たち

の現状を伝えます。大反響を呼んだルポの書籍化。 

 

         

あ な た と 情 報 を リ ン ク ！ 男 女 共 同 参 画 を も っ と 身 近 に ！ 

大手企業で働く女性だけではなく、非正規雇用の人も、専業主婦も、学生も、高齢者

も、すべての女性が輝いてこそ「女性の輝く社会」といえるのではないでしょうか。 

さまざまな立場の女性たちのリアルから「女性の活躍推進」について考えます。 

 

女性の力を活かす

す？ 



＊ ＊ ＊ ご利用案内 ＊ ＊ ＊ 

★開室時間★ 平日 9:00～18:00、土日祝日 9:00～17:00 

★休 室 日★ 第 1･3･5 日曜日、年末年始、図書整理日 

★貸  出★ 図書 5 冊、ビデオ・ＤＶＤ2 本 2 週間 

＊貸出カードが必要です。現住所・生年月日を確認 

できる証明書をお持ちください。 

★団体貸出★ グループ・団体名でもご利用いただけます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

            

 

  

 

  

 

 

 

 

 

静岡県男女共同参画センター２Ｆ あざれあ図書室 

〒422-8063 静岡市駿河区馬渕 1 丁目 17-1 

TEL：054-255-8763  FAX：054-255-8759 

MAIL：library@azarea-navi.jp   URL：http://www.azarea-navi.jp/library/ 

  

 

Ａ：展示している本も借りることができます。 

 

あざれあ図書室では、いろいろなテーマ展示で本をピック

アップしてご紹介しています。もちろんすべて借りることが

できますよ。 

●展示コーナー：入口すぐの場所。毎月 1日に新しいテーマ

になります！選びぬいた約 50冊の本をご紹介しています。 

●ミニ展示コーナー：ソファ席の近くと掲示板前の 2 か所。  

2週間に 1度新しくなる展示です。担当スタッフの視点が光る

ラインナップは要チェックですよ！ 

●閲覧席展示：4 か所の閲覧席では、旬のテーマで本を  

ご紹介しています。読み逃していたあの本、話題の本がみつ

かるかも・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

●映画● 『デザートフラワー』        

DVD 2009年 127分 

トップモデル、ワリス・ディリーの自伝本を映画化。華や

かな世界で活躍する彼女は、衝撃の過去を秘めて生き

ていました。アフリカの少女に今も行われている悪しき

習慣 FGM（女性器切除）について、その実情を描きま

す。                      ※個人貸出のみ 

●啓発●『コミュニケーションに潜むセクハラの危険』 

DVD 2014年 25分 

セクハラは男女の意識差など、コミュニケーション・ギャ

ップに原因がある場合が少なくありません。職場で起こ

りがちな“グレー”な事例をミニドラマでとりあげ、5 つの

ポイントでジャッジし、セクハラにならない職場のコミュ

ニケーションを考えます。        ※団体貸出可能 

Ｑ：展示してある本を借りたいんだけど・・・ 

「おんなのこだから○○じゃなきゃダメ？」ちょっとした

ことで感じる違和感から自由になって、みんなのび  

のび生きようよ！と呼びかけるスウェーデン生まれの

絵本です。ぜひ、親子で一緒に読んでみてください。 

 

『おんなのこだから：あなたへ 14』 

レイフ・クリスチャンソン∥文 

はたこうしろう∥絵  

岩崎書店 1999年 

 

自分らしさ 

6/23～29 は男女共同参画週間です 

今年のキャッチフレーズは･･･ 

地域力×女性力＝無限大の未来 

 

毎年、6月 23日～29日は男女共同参画週間です。 

女性と男性が、職場で/学校で/地域で/家庭で、それぞ

れの個性と能力を発揮できる男女共同参画社会を実現

するために、日本全国でさまざまな取組が行われます。 

 

あざれあ図書室では、あなたの身近にある男女共同参

画をいろいろな切り口からご紹介する特別展示「男女共

同参画おすすめ BOOK100」を予定しています。 

ぜひ、お立ち寄りくださいね！ 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

休室

６　月

７　月

 

【編集後記】 
「女性の活躍推進」に 
なんとなく感じてしまう 
モヤモヤ感･･･。 
30 年後に「あの頃が転換
期だったね」とふり返るこ
とができる未来だといい
なと思います。 

（キク） 

 

 

） 


